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肝疾患相談室開設までのながれ

2008年

4月 愛知県より「肝疾患診療連携拠点病院」指定
肝疾患センター 、肝疾患相談室設置規程作成

5月 肝疾患相談室整備

6月 相談等の流れ(フロー図）作成
「肝疾患支援相談票」作成

7月 肝疾患相談室開設
「一般相談」専任相談員(看護師)2名が電話および
面談にて対応
月～金 9：00～16：00 (12：00～13：00)除く
「専門相談」必要に応じて肝専門医が対応(予約制)
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医事課
医療社会事業係長
診療連携主査

必要に応じサポートを依頼
医師による専門相談を依頼

診療報酬・医療費支払
サポート・対応を依頼

運営のサポート
専門相談の実施

肝疾患センター

相談等のながれ（フロー図）



相談のながれ

１．電話や面談で寄せられる相談は専任の相談員が一般相談として
対応する

２．相談員が判断が困難な事例については専門医にサポートを依頼
し、助言をうけ患者に回答する

３．専門相談が必要と判断した場合は専門医に依頼する（予約制）

４．一般相談、専門相談の内容は「肝疾患支援相談票」に記載する

５．相談は診療行為ではないため、当院の患者であってもカルテへの
記載は行わない



電話相談（近藤相談員）

感染症の母
と呼ばれて
います



相談のながれ

１．電話や面談で寄せられる相談は専任の相談員が一般相談として
対応する

２．相談員が判断が困難な事例については専門医にサポートを依頼
し、助言をうけ患者に回答する

３．専門相談が必要と判断した場合は専門医に依頼する（予約制）

４．一般相談、専門相談の内容は「肝疾患支援相談票」に記載する

５．相談は診療行為ではないため、当院の患者であってもカルテへの
記載は行わない



専門医とのミーティング

IL28B検査はどの
ような人が対象？



面談風景

肝がんの治療
について…



相談のながれ

１．電話や面談で寄せられる相談は専任の相談員が一般相談として
対応する

２．相談員が判断が困難な事例については専門医にサポートを依頼
し、助言をうけ患者に回答する

３．専門相談が必要と判断した場合は専門医に依頼する（予約制）

４．一般相談、専門相談の内容は「肝疾患支援相談票」に記載する

５．相談は診療行為ではないため、当院の患者であってもカルテへの
記載は行わない



肝疾患相談支援票（データベース作成）

システム開発に
大きく貢献！

荒木（前）主査



1) 集計が容易

2) 統計処理も可能

3) 印刷して専門医

による確認実施

肝疾患相談支援票

データベース化



相談件数が増えた理由

１．病院内の立地条件

・ 正面玄関から近い、わかりやすい場所

２．ホームページの開設（病院ホームページのトップページ）

・ 病院事務局のサポート体制

３．専門の相談員２名 ＆ 専門医7名との連携（毎日対応）

４．広報活動

・ 市民公開講座は病院内で行い、相談室の場所を実際
に見学して頂く

・ 医師会訪問で直接PR（頼れる事務局）

・ 新聞など取材の受け入れ



場所 病棟・中央診療棟1階

時間
9時～12時、13時～16時
（土日祝・年末年始を除く）

お問い合わせ先 052-858-7138（直通）

肝疾患相談室

病院内の立地条件 （正面玄関から近い、わかりやすい

場所）



ホームページの開設
病院ホームページのトップページ
からリンク



当院での‘先進医療’運用状況
担当者： 3名 （検体・血液・微生物検査係に所属の各1名）

週2回（火・金）
DNA抽出

週1回（火）SNPs解析

Light Cycler480
System-II（ロシュ）

＊2010年 8月からスタートし，現在までに約120検体実施
（メジャーホモ 67％，ヘテロタイプ 31％，マイナーホモ 2％）

厚生労働省HP：先進医療を実施している医療機関一覧「第2項 先進医療技術」より



事務局紹介（初代）

デザインにこだ
わりました。

アイデアで勝負

部門調整に手腕
を発揮！



頼れる事務局（２期目）

医師会訪問でPR！

記録システム開発
ホームページの開設

肝がん撲滅運動
市民公開講座

佐竹主査



患者情報ライブラリー

パソコン3台設置

各種パンフ
レット



年度別相談件数
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2年目以降は面談による相談が増えている
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●相談者のカテゴリー： 約8割が本人から
の相談

●年代別： 60代が最も多く、次に50代、
40代の順となっている



相談内容別
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相談室充実にむけての課題
～効果的に機能させるために～

１．相談体制の充実

・ 多岐にわたる相談に対応するためには専任の相談員の配置
が必要（専門の看護師２名）

２．専門医との連携

・ 治療に関する専門的な内容の相談も多く、専門医との連携
体制を整えることは不可欠

３．相談員のキャリアアップ

・ 最新の治療や相談技能習得にむけての自己啓発、研修会へ
の参加が重要

４．啓蒙活動：事務局のサポートは必須

・ 病院内での市民公開講座＋肝疾患相談室の紹介（見学）

・ ホームページの充実



肝臓チーム

肝炎の治療と
研究に強い

肝硬変、肝がんの
治療に強い

臨床も研究も
がんばっています

後輩の指導に力を
いれています

フットワーク
は誰にも負
けません



御清聴ありがとうございました

名古屋市立大学病院


